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編
・
集
・
後
・
記 

今
回
の
広
報
紙
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す

マ
ナ
ス
ル
に
登
頂
さ
れ
た
佐
々
木
司
さ
ん

は
、
鈴
鹿
10
座
エ
コ
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
ク
ラ

ブ
に
所
属
さ
れ
、
私
も
鈴
鹿
の
登
山
で
お
世

話
に
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
快
挙
に
自

分
事
の
よ
う
に
嬉
し
く
思
い
ま
す
。 

 

学
生
時
代
は
空
手
道
部
に
所
属
さ
れ
て

い
た
佐
々
木
さ
ん
が
本
格
的
に
登
山
を
始

め
ら
れ
た
の
は
、
２
０
１
２
年
開
催
の
ス
ポ

ー
ツ
大
会
「SEA TO SUMMIT

大
山
」
へ
の

出
場
が
き
っ
か
け
と
聞
い
て
い
ま
す
。 

そ
の
後
も
同
大
会
に
出
場
を
続
け
、
２
０

１
９
年
に
は
ヒ
マ
ラ
ヤ
・
ヤ
ラ
ピ
ー
ク
（
５

５
２
０
ｍ
）、
３
年
後
に
ヒ
マ
ラ
ヤ
・
ア
イ

ラ
ン
ド
ピ
ー
ク
（
６
１
８
０
ｍ
）
に
登
頂
。

そ
し
て
、
今
回
の
マ
ナ
ス
ル
や
南
極
大
陸
の

最
高
峰
ビ
ン
ソ
ン
マ
シ
フ
登
頂
成
功
を
果

た
さ
れ
ま
し
た
。
短
期
間
に
大
変
な
快
挙
だ

と
驚
き
ま
す
。 

 

勿
論
、
体
力
や
技
術
が
必
要
で
努
力
も
相

当
さ
れ
て
き
た
と
思
い
ま
す
が
、
佐
々
木
さ

ん
の
好
き
な
言
葉
に
、
西
堀
榮
三
郎
の
『
と

に
か
く
、
や
っ
て
み
な
は
れ
』
と
言
う
言
葉

が
あ
る
と
お
聞
き
し
ま
し
た
。
南
極
大
陸
も

い
つ
か
挑
戦
し
た
い
と
思
っ
て
お
ら
れ
た

と
こ
ろ
、
突
如
渡
航
の
話
が
あ
り
、
急
き
ょ

決
め
ら
れ
た
そ
う
で
す
。
チ
ャ
ン
ス
を
逃
が

さ
ず
、
挑
戦
す
る
。
こ
の
前
向
き
な
姿
勢
は

凄
い
な
と
思
い
ま
す
。 

 

高
齢
の
私
に
は
足
元
に
も
及
び
ま
せ
ん

が
、
小
さ
な
事
で
も
躊
躇
せ
ず
、
前
向
き
に

挑
戦
す
る
気
持
ち
は
い
つ
ま
で
も
持
ち
続

け
た
い
な
と
思
い
ま
し
た
。（
Ｈ
） 

  

 

木
地
師
か
ら
職
業
の
神
様
と
崇
め
ら
れ

て
い
る
惟
喬
親
王
を
題
材
と
し
た
創
作
ミ

ュ
ー
ジ
カ
ル
「
惟
喬
親
王
伝
説
」
が
、
１

月
31
日
と
２
月
１
日
、
八
日
市
文
化
芸
術

会
館
で
公
演
さ
れ
ま
し
た
。 

 

即
位
の
機
会
を
失
っ
て
都
を
離
れ
小
椋

谷
に
住
ま
い
し
、
轆
轤
技
術
を
発
案
し
た

と
い
う
親
王
の
伝
承
を
モ
チ
ー
フ
に
宝
塚

歌
劇
団
の
演
出
家
が
脚
本
、
演
出
を
担
当
。

オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
を
通
過
し
約
５
か
月
間

の
稽
古
に
取
り
組
ん
だ
一
般
市
民
37
人

が
出
演
さ
れ
ま
し
た
。 

 

舞
台
で
は
、
木
地
師
の
仕
事
や
惟
喬
親

王
の
伝
承
を
紹
介
し
た
後
、
親
王
と
在
原

業
平
と
の
交
流
や
藤
原
良
房
と
の
対
立
な

ど
を
中
心
に
、
歌
や
ダ
ン
ス
な
ど
華
麗
な

ス
テ
ー
ジ
を
披
露
。
親
王
の
生
き
方
を
通

し
て
「
人
の
幸
せ
や
誇
り
」「
人
と
自
然
の

関
わ
り
」
を
問
い
か
け
て
お
ら
れ
ま
し
た
。 

 

鑑
賞
さ
れ
た
市
民
は
、「
市
民
参
加
型
で

５
か
月
間
に
も
及
ぶ
舞
台
稽
古
の
末
に
創

り
上
げ
ら
れ
た
見
事
な
ス
テ
ー
ジ
。
と
て

も
感
動
し
ま
し
た
」
と
話
さ
れ
て
い
ま
し

た
。 



 

 

  

 

 この本は、平安時代に書かれた枕

草子や源氏物語などの古典に出てく

るお菓子を再現して紹介している児

童書です。「うつぼ物語」にでてく

る「唐菓子（からくだもの）」は、

米粉に水を加えてこねたもので形を

作り油であげたお菓子で、今は神社

にお供えされる神饌として残ってい

ます。その例として、黄和田の日枝

神社にお供えする「ちん」の写真が

紹介されています。 

 村に悪霊や疫病が入ってこないよ

う、村境の街道や神社などに吊るさ

れる「勧請縄」。その形は集落によ

ってさまざまで、決まった形式はあ

りません。この本は、年々数が少な

くなりつつある県内の「勧請縄」を

調査し、写真に収めた貴重な記録で

す。永源寺地区からは、市原野・如

来・新出・高木・上二俣・池之脇・

高野・黄和田のものが紹介されてい

ます。 

永源寺ダム右岸にバイオトイレ完成 
鈴鹿 10座事業 地区内４か所目 

 
～もしもの時の備え～ 

 
市の花ムラサキが紹介されました 
コミセンの歴史再発見講座 

 
「喫茶よってって」高木会議所に開設 

『古典がおいしい！平安時代のスイーツ』 
  前川佳代・穴戸香美／著 かもがわ出版 

永源寺地域が登場する本・雑誌 
 

永源寺図書館提供  

  

『勧請縄－個性豊かな村境の魔よけ－』 
西村泰郎／写真・文 サンライズ出版 

 この度、永源寺ダム右岸広場に、「鈴鹿 10

座永源寺ダム右岸バイオトイレ」を設置しまし

た。 

 永源寺ダムを望むこの広場は、これまでエコ

ツアーや観光ボランティアの案内の場として利

用されてきました。また、鈴鹿 10座の一つ「日

本コバ」への新たな登山ルートの起点となる場

所でもあります。今回バイオトイレを設置する

ことで、登山者や来訪者が自然に配慮しながら、

持続的に安心して利用できる拠点として多くの

こんにちは保健師です  
 

家庭で血圧を測定しましょう 

～あなたは「白衣高血圧」や 

「仮面高血圧」ではありませんか～ 
 

 東近江市民は心筋梗塞・狭心症による死

亡率が高く、その原因のひとつが高血圧

です。 

 家庭血圧が 135/85ｍｍHｇ以上だと

脳卒中や心筋梗塞にかかる率を２～３倍

に増やす危険な状態です。 

 まず、正しい血圧の測り方で測定しまし

ょう。 

 

 

 

 

 

家庭血圧の正しい測り方 

◆上腕血圧計で朝と晩に測定 

◆朝の測定：起床後 1時間以内・朝食前・ 

 服薬前 

◆晩の測定：就寝直前 

◆トイレを済ませ１～2分椅子に座って 

 から測定 

◆１機会原則２回測定し平均をとります 

◆週５日以上測定した結果を主治医に相 

 談しましょう 

 本日、無事に成人 

式を迎えられました 

ことを心より嬉しく 

思います。これまで 

支えてくれた家族や 

友人、地域の皆様の 

おかげで今の自分が 

あると感じています。 

この感謝の気持ちを 

胸に、失敗を恐れず 

前向きに挑戦してい 

きたいです。 

 また、成人式実行委員として一生に一度の

成人式の運営に携わるという貴重な経験を

させていただきました。準備は大変でした

が、当日参加された方々の笑顔を見て、実行

委員として携わることができて本当によか

ったと心から感じました。今後は大人として

の自覚と責任を持ち、成長していけるよう努

めて参ります。 

 

 

 

 

 

方に活用してもらえることを期待しています。

事業費は約１４００万円。地区内で４か所目に

なります。 

（東近江市環境部森と水政策課から情報提供） 

 

黒川莉子（甲津畑町） 

 これまで私たちを 

温かく支えてくださ 

った家族、友人、先 

生方、そして地域の 

皆さまに心より感謝 

申し上げます。多く 

の人との出会いや、 

さまざまな経験を通 

して学び、悩み、成 

長してきたことで今 

の自分があります。 

本日成人という人生の大きな節目を迎えら

れたことを誇りに思うとともに、その責任の

重さを強く感じています。これまでにいただ

いた支えや励ましへの感謝を決して忘れず、

一人の大人として自覚を持ち、希望と挑戦す

る心を胸にそれぞれの未来へ向かって力強く

歩んでいきたいと思います。 

 

 

 

 

 

山下ひなつ（青野町） 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１
月
24
日
、
地
域
の
歴
史
再
発
見
講

座
（
永
源
寺
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

主
催
）
が
開
か
れ
、
永
源
寺
高
野
町
在

住
で
登
山
ガ
イ
ド
の
佐
々
木
司
さ
ん
の

講
演
が
あ
り
ま
し
た
。 

 
 

佐
々
木
さ
ん
は
、
昨
年
９
月
に
ヒ
マ

ラ
ヤ
山
脈
の
マ
ナ
ス
ル
（
標
高
８
１
６

３
ｍ
）
の
登
頂
に
成
功
。
ま
た
、
今
年

１
月
６
日
に
は
念
願
の
南
極
大
陸
の
最

高
峰
ビ
ン
ソ
ン
マ
シ
フ
（
標
高
４
８
９

２
ｍ
）
の
登
頂
に
も
成
功
さ
れ
た
冒
険

家
で
す
。 

今
回
は
特
に
マ
ナ
ス
ル
遠
征
に
つ
い

て
、
日
本
隊
が
マ
ナ
ス
ル
世
界
初
登
頂

（
１
９
５
６
年
）
を
果
た
し
た
時
の
功

績
者
と
言
わ
れ
る
西
堀
榮
三
郎
の
足
跡

に
も
触
れ
な
が
ら
、
過
酷
な
登
頂
ま
で

の
体
験
と
魅
力
を
語
ら
れ
ま
し
た
。 

９
月
５
日
に
マ
ナ
ス
ル
の
麓
に
あ
る

マ
サ
村
（
標
高
約
３
５
０
０
ｍ
）
に
到

着
。
１
週
間
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
を
行
い
、

13
日
に
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
（
４
８
０
０

ｍ
）
を
出
発
し
、
25
日
に
登
頂
に
成
功

さ
れ
ま
し
た
。
高
山
病
予
防
の
た
め
、

途
中
ま
で
登
っ
て
は
戻
り
、
ま
た
登
る

と
い
う
動
き
の
繰
り
返
し
や
危
険
と
隣

り
合
わ
せ
の
ク
レ
バ
ス
の
怖
さ
な
ど
を

体
験
者
な
ら
で
は
の
口
調
で
説
明
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
安
全
に
登
れ
る
９
月

末
か
ら
10
月
初
旬
に
登
山
者
が
集
中
す

る
た
め
、
山
頂
目
前
で
１
時
間
余
り
の

渋
滞
に
あ
っ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
紹
介
さ

れ
、
受
講
者
か
ら
驚
き
の
声
が
聞
こ
え

ま
し
た
。 

 

ネ
パ
ー
ル
と
日
本
を
繋
ぐ
活
動
が

し
た
い
と
話
す
佐
々
木
さ
ん
は
、
下
山

後
、
同
国
の
外
務
大
臣
や
大
統
領
補
佐

官
ら
と
面
会
し
両
国
の
交
流
に
つ
い
て

意
見
交
換
を
さ
れ
た
そ
う
で
す
。 

 

最
後
に
『
歩
き
出
せ
ば
見
え
て
く
る

も
の
が
あ
る
』
と
い
う
自
分
の
思
い
を

言
葉
に
さ
れ
、
講
演
を
締
め
く
く
ら
れ

ま
し
た
。 

過酷な体験と登山の魅力を語る

佐々木さん 

 

登
山
家
の
佐
々
木 

司
さ
ん
（
50
歳
） 

ヒ
マ
ラ
ヤ
山
脈 

マ
ナ
ス
ル
登
頂
体
験
語
る 

 
 
 

 
 
 
 

コ
ミ
セ
ン
の
歴
史
再
発
見
講
座 

当日の資料より 

佐々木さんの話を熱心に聞き入る参加者 講演後、森のアトリエ「マナスルみやげ」

を鑑賞 

佐
々
木
さ
ん
が
着
て
い
た
ダ
ウ
ン
ワ
ン
ピ
ー
ス
を

試
着
し
て
記
念
撮
影 

「愛のパトロール」 
 “地域の子どもは、地域で守り育てる”を合

言葉に、市内の大型量販店やコンビニエンスス

トア、通学路などを巡回し、初発型非行や不良

行為の防止を図るとともに、子どもの安心・安

全を高めることを目的として年間12回活動し

ています。 

「あいさつ」運動 
 子どもたちへの「声かけと見守り」として、

各小中学校の登校時に年間 5 回実施していま

す。 

 

「SNSソーシャルネットワーク」 
クリアファイル作成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 SNSなどによるトラブルの被害防止のため

に啓発用クリアファイルを作成し、地区内の小

中学生に配布しました。 

「地域のみんなで 
ラジオ体操をしよう」運動 

 ラジオ体操を通して、保護者には「家庭の健

康づくり」を推進し、地域住民は子どもたちと

顔見知りになり、見守る「地域の見守り隊」の

きっかけづくりを目的に実施しています。今年

度は 6か所の自治会で開催され、子ども 53人

大人 158人が参加されました。 

懐石料理・お昼の食事・仕出し・幕の内弁当・お寿司 

 ご予算は相談に応じます。 

東近江市山上町 1266番地 

ホームページ http://shun-hinoya.jp/ 

お問合せ TEL/FAX 0748-27-0052 0120-72-0052 

営業時間  昼／11:00～14:00 

      夜／17:00～20:00 

 

http://shun-hinoya.jp/


あおち　よしただ すぎさわ　たかよし

① 氏名 ① 青地　良忠 ① 杉澤　隆義
② 住所 ② 市原野町 ② 石谷町
③ 担当地区 ③ 藤の森 ③ 石谷町

如来

おぐら　まさひろ

① 小椋　正広 ① ① 野田　敏
② 一式町 ② 新出町 ② 市原野町
③ 一式町 ③ 新出町 ③ 市原野町

みぞかみ　あきら

ひらつか　けいこ ① 溝上　明
① 平塚　恵子 ② 上二俣町 ①
② 高木町 ③ 上二俣町 ② 甲津畑町
③ 高木町 池之脇町 ③ 甲津畑町

松原団地

ずし　ぜんきち いまい　じろう かとう　いさみ

① 図師　善𠮷 ① ① 加藤　伊佐美
② 和南町 ② 山上町 ② 山上町
③ 和南町 ③ 山上町 ③ 山上町

１組､２組､３組 ４組､５組

かわさき　ひろこ なかむら　ともこ たがや　なおみ

① 川嵜　裕子 ① 中村　奉子 ① 多賀谷　直美
② 山上町 ② 青野町 ② 永源寺高野町
③ 山上町 ③ 青野町 ③ 永源寺高野町

６組､７組

なかたに　まさとし こばやし　みちあき

① 寺田　清司 ① 仲谷　正敏 ① 小林　道明
② 永源寺相谷町 ② 杠葉尾町 ② 黄和田町
③ 永源寺相谷町 ③ 杠葉尾町 ③ 黄和田町

蓼畑町

しぶや　こうしょう かわしま　とみお

① 渋谷　廣正 ① 川嶋　冨夫 ① 城戸　辰之
② 政所町 ② 箕川町 ② 東沖野一丁目
③ 政所町 ③ 箕川町 ③ 君ヶ畑町

蛭谷町

にしさか　なおこ たかはし　みゆき

① 西阪　直子 ① 髙橋　深雪
② 永源寺高野町 ② 石谷町
③ 地区内全域 ③ 地区内全域

　前期に引き続き永源寺地区民生委員児童委員協議会の会長に就任させていただくことになりました。どう
ぞよろしくお願い申し上げます。日頃より、住民の皆様には民生委員・児童委員活動に御理解、御協力をい
ただきありがとうございます。
　さて、昨年12月に全国一斉改選が行われ、永源寺地区でも新たに22名（うち主任児童委員２名）が厚生労
働大臣より１期３年の任期で委嘱を受けました。３年間よろしくお願い申し上げます。
　私たち民生委員・児童委員は、主な活動として「はじめまして赤ちゃんにこにこ訪問」や「一人暮らしの
高齢者見守り活動」など幅広く見守り活動を行い、日頃から住民の立場に立った相談・支援活動を行ってい
ます。また、毎月１回定例会を開催し委員同士の情報共有・意見交換・活動報告を行っています。
　民生委員・児童委員は、行政、市社協や各専門機関への「つなぎ役」として、一人ひとりが誇りとやりが
いを持って活動をしていますので、 どうぞ住民の皆様より気軽にお声かけいただきますよう、よろしくお願
い申し上げます。

永源寺地区民生委員児童委員協議会　会長　野田　敏　

きど　たつゆき

主任児童委員 主任児童委員
お問合せ先

永源寺支所  福祉担当

ＩＰ（050）5801-2185
電話　　0748-27-2185

蒲生　節子

今井　二郎

副会長

てらだ　せいじ

佐目町・萱尾町

副会長

会長
こにし　いさお のだ　さとし

小西 伊三雄

がもう　せつこ

永源寺地区民生委員・児童委員です よろしくお願いします民生委員・児童委員とは


